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「真空乾燥システム」により 
 循環型社会・新商品の実現を 
             サポートします。 

■商品劣化を防ぐ乾燥技術 
   （熱分解と酸化劣化を防止できる技術）  
 
     ・固液分離 ・・・排水処理 
     ・エコフィード・・・飼料製造 
 
 
     ・農・水産物の100％利用 
             ・・・食品加工 
             ・・・蒸発水の利用 
     ・確実な真空度で低温加工 
             ・・・各種食品等原料の生産 
 株式会社 F ・E ・C 
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真空乾燥システムは、高速水流が作り出す真空状態によって沸点を降下させ、 

低温での蒸発を可能にし、固体と液体を蒸発分離（固液分離）する装置です。 
特 

徴  

効率的な 

固液分離 

真空乾燥システムの心臓部である【水エゼクター】は、機械式ポンプを使
わず、高速水流によって真空状態【－９８ｋPa】を作り出すことにより、
業界トップクラスの低温【約３５℃～４０℃】での沸騰・蒸発を可能にし
ました。この原理を応用し、固体と液体を効率的に分離します。 

回収 

■真空乾燥システムフロー 
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漁業革新への提案例 
100％利用する漁業での新しい商品価値のUP 

現  状 

冷凍保存で養殖の
餌としての活用が主
である 

脂分多い 

酸化 

栄養価高 

養殖漁飼料 現状 ： 脂肪分の多いカタクチイワシの活用 

生 並びに 冷凍 真空乾燥処理 

■提 案 ： 脂肪分の多いカタクチイワシの新活用 魚粉→ダシ粉 

蒸留魚体液 

安全安心の食 

漁業＋農業へ活用 

新商品への 

取  組 
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■旨味成分■イノシン酸■遊離アミノ酸 等々が豊富な【ダシ粉】 

多くの油脂でEPA・DHAを含み、真空乾燥により酸化していない。 

トレースが確実（漁場の明示）な、安全安心・・・商品価値を高める食材 

漁場の確定でトレースできる 
        安心・安全・確実な旨味 
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比較する乾燥装置と生まれる商品の違い 
 現状 ・・・【当社乾燥技術以外の】 

 
   ■高温乾燥機 

 通常の乾燥機は、乾燥温度が高い。 
    ・・・・・乾燥原料の熱分解と酸化が 

           進んでおり乾燥商品の劣化。 
 
■フリーズドライ 
 原料を凍結させる段階で原料の細胞 

     が破壊される。 
     ・・・乾燥商品が良い状態とは言えない。 
 
■天日干し 
 太陽光の波長には、原料の成分を破壊する 

     波長もある 
     ・・・・・天日が全て良いとは言えない。 

 
 
 特に抽出液について 

 
     乾燥工程での細胞水の抽出は、 
     他メーカーの乾燥装置では無い 

 確実な真空度により低温乾燥 
  （30℃～40℃） 

熱分解と酸化劣化を防止できる。 
            ・・・・【高品質商品】 

 
 原料水の確実な利用 

乾燥抽出液として透明の液体で回収 
            ・・・・【確実な気密性】 
                悪臭を出さない。             

 
 原料の100％有効利用 
              【水分】【固形物】 
    ・・・【100％利用コスト圧縮】 

 
 付加価値の高い新商品の開発 
 ・・・・・【酸化と熱変化していない 
             高品質商品】 

■産物の100％活用を目指す 
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機種：ＦＥＤ－５００【キャッサバ乾燥：約４００㎏/日処理】 

キャッサバ農場 

収穫状況 

食材原料への活用 
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導入例① 機種：FED-1000S ３機 【ご飯類の乾燥：約２．７ﾄﾝ/日処理】 

ご飯・スシ類 乾燥状況 

乾燥品 

養豚飼料 

機械設置状況 
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導入例② 機種：FED-1500 【マヨネーズ処理：約２．２ﾄﾝ/日処理】 

機械設置状況 

マヨネーズサンプル試験状況 

資料投入 

乾燥状況 

回収油分 回収蒸発水 回収たまご粕 
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導入例③ 機種：FED-500 【学校給食残渣：約４００kg/日処理】 
機械設置状況 

FED-500  ２台設置 

FED-500 １機設置 

学校給食残渣 投入状況 野菜類・ご飯類混合 

養豚飼料 
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導入例④ 機種：FED-50 【村民家庭生ごみ：約４０kg/日処理】 

機械設置状況 使用状況 

各家庭生ごみ収集 

生ごみ投入状況 

肥料として利用 
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導入例⑤ 機種：FED-50 【廃食油脱水処理：約４００kg/日処理】 

機械設置状況 使用済み廃食油 

投入状況 

脱水後ドラム缶へ→売却 
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各種サンプル試験の状況  【カニ殻】 

原料名：カニ殻 

原料重量：１０．５kg 

原料水分：５３％ 

乾燥時間：３時間１５分 

乾燥重量：５．１kg 

乾燥水分：３．３％ 

脱水量：５．４ℓ 

投入状況 

乾燥終了時 

乾燥品排出 
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各種サンプル試験の状況  【キャッサバ＜タピオカ＞】 

原料名：キャッサバ 

原料重量：２．３kg 

原料水分：５０．７％ 

乾燥時間：２時間４０分 

乾燥重量：１．１kg 

乾燥水分：１．３％ 

脱水量：１．２ℓ 

投入状況 

乾燥終了時 

乾燥品排出 原料カット 
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各種サンプル試験の状況  【いちご】 

原料名：いちご 

原料重量：６．０kg 

原料水分：８５．３％ 

乾燥時間：２時間 

乾燥重量：― 

乾燥水分：３０．２％ 

脱水量：― 

投入状況 

乾燥終了時 

抽出液 
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各種サンプル試験の状況  【いわし】 

原料名：いわし 

原料重量：１２．３５kg 

原料水分：８３．２％ 

乾燥時間：４時間２０分 

乾燥重量：２．１kg 

乾燥水分：１．６％ 

脱水量：１０．２５ℓ 

投入状況 

乾燥終了時 

抽出液 
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各種サンプル試験の状況  【ローズマリー】 

原料名：ローズマリー 

原料重量：４．０５kg 

原料水分：８５．９％ 

乾燥時間：２時間４５分 

乾燥重量：０．６kg 

乾燥水分：５．４％ 

脱水量：３．４５ℓ 

投入状況 

乾燥終了時 

抽出液 
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各種サンプル試験の状況  【バラ】 

原料名：バラ 

原料重量：５．１kg 

原料水分：８０．５％ 

乾燥時間：３時間５０分 

乾燥重量：１．０８kg 

乾燥水分：８．３％ 

脱水量：４．０２ℓ 

投入状況 

乾燥終了時 

乾燥品排出 
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販売製造元 

株式会社 F・E・C 

〒６７８－０００５兵庫県相生市大石町19-10 

TEL0791-24-3277 FAX0791-24-3177 
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